
 　リ　コ　ー　ル　届　出　一　覧　表

リコール届出日：平成２０年 ９月３０日

リ コ ー ル 届 出 番 号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

改 善 措 置 の 内 容

不 具 合 件 数  ３件 事故の有無  なし。

発 見 の 動 機  市場からの情報による。

型  式 リコール対象車
の台数

備 考

日 野 KK-FC5JDEA 日野 FC5JDE-10015～FC5JDE-10030 16

 ﾚﾝｼﾞｬｰ 平成14年 9月13日～平成16年 2月19日

PB-FC7JDFA FC7JDF-10015～FC7JDF-10193 171
平成16年 5月 7日～平成17年 5月31日

ADG-FC7JDWA FC7JDW-10015～FC7JDW-10270 250
BDG-FC7JDWA 平成17年 6月 1日～平成19年 3月27日

PB-FD7JDFA FD7JDF-10015～FD7JDF-10251 237
平成16年 5月 7日～平成17年 5月23日

ADG-FD7JDWA FD7JDW-10015～FD7JDW-10448 429
BDG-FD7JDWA 平成17年 6月 2日～平成19年 3月28日

PB-FD7JEFA FD7JEF-10016～FD7JEF-10179 116
平成16年 5月13日～平成17年 5月31日

ADG-FD7JEWA FD7JEW-10015～FD7JEW-10286 165
BDG-FD7JEWA 平成17年 6月 2日～平成19年 3月29日

KS-FE7JEFA FE7JEF-10015～FE7JEF-10080 66
PK-FE7JEFA 平成16年 5月14日～平成17年 5月25日

ADG-FE7JEWA FE7JEW-10015～FE7JEW-10168 152
BDG-FE7JEWA 平成17年 6月13日～平成19年 3月29日

KS-FJ7JDFA FJ7JDF-10015～FJ7JDF-10153 139
PK-FJ7JDFA 平成16年 5月19日～平成17年 5月30日

ADG-FJ7JDWA FJ7JDW-10015～FJ7JDW-10259 239
BDG-FJ7JDWA 平成17年 6月 1日～平成19年 4月 2日

２１８６

・使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問で通知する。

 全車両、当該プロペラシャフトを良品と交換する。

　プロペラシャフトの製造工程が不適切なため、パイプとスプラインシャフトの溶接部
に亀裂が発生しているものがある。そのため、そのまま使用を続けると、当該溶接部
の亀裂が進展し、最悪の場合、プロペラシャフトが折損・脱落し、走行不能となるおそ
れがある。

動力伝達装置（プロペラシャフト）

平成２０年１０月 １日

車 名

リ コ ー ル 開 始 日

リコール対象車の車台番号(ｼﾘｱﾙ番号)
の範囲及び製作期間

　通 称 名

基準不適合状態にあると認
める構造、装置又は性能の
状況及びその原因

 日野自動車株式会社
 代表取締役社長  白井　芳夫

自動車使用者及び自動車分
解整備事業者に周知させる
ための措置

・自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。
・改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に
 №２１８６のステッカーを貼付する。

問い合わせ先：お客様相談窓口
TEL 0120-106558

連絡先　　自動車交通局技術安全部審査課
　　　　　リコール対策室
　　　　　TEL 03-5253-8111 内線 42353
ｱﾄﾞﾚｽ  ： http://www.mlit.go.jp
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型  式 リコール対象車
の台数

備 考車 名 リコール対象車の車台番号(ｼﾘｱﾙ番号)
の範囲及び製作期間

　通 称 名

日 野 PB-GC7JDFA 日野 GC7JDF-10015～GC7JDF-10035 21

 ﾚﾝｼﾞｬｰ 平成16年 5月 7日～平成17年 4月 4日

ADG-GC7JDWA GC7JDW-10015～GC7JDW-10069 55
BDG-GC7JDWA 平成17年 6月 8日～平成19年 3月28日

PB-GD7JEFA GD7JEF-10015～GD7JEF-10022 8
平成16年 7月 7日～平成17年 5月 9日

ADG-GD7JEWA GD7JEW-10015～GD7JEW-10055 41
BDG-GD7JEWA 平成17年 6月15日～平成19年 3月27日

（製作期間全体の範囲）
(計 24 型式)    (計 1 車種) 平成14年 9月13日～平成19年 4月 2日 (計 2,105 台)

【注意事項】
リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。
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